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消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま

消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
すす

N

（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）（一時利用専用。自転車、原付）
市営西9一時市営西9一時市営西9一時

市営東2市営東2市営東2

市営西4市営西4市営西4

市営西9市営西9市営西9

（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）
（一時利用専用。
機械式。自転車のみ）

商業施設商業施設商業施設

工場工場工場

　市営西10一時　市営西10一時　市営西10一時

バイクバイクバイクバイクバイクバイクバイクバイク

民営一時利用
（自転車のみ）

会
員
募
集

　
◆
読
者
会（「
世
界
」を
読
む
会
）

　
第
２
火
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
、

会
場
未
定
。
会
費
な
し
。
毎
月
で

な
く
て
も
出
ら
れ
る
時
に
。
要
連

絡
。
詳
し
く
は
須
山
☎
０
９
０
・

３
８
７
８
・
５
８
４
８
へ
。

　
◆
居
合 
兵  
法 （ 
正  
剣  
會 
）　
毎
週

ひ
ょ
う 
ほ
う 

せ
い 
け
ん 
か
い

土
曜
・
日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～

６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２

０
０
０
円
。　

歳
以
上
で
長
期
続

１８

け
ら
れ
る
方
。
初
心
者
・
男
性
・

女
性
、
ど
な
た
で
も
。
詳
し
く
は

 
早 さ 
乙
女 
☎
４
７
１
・
４
５
２
０
へ
。

お
と
め

　
◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留
米

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）　
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
～
３
時
、
南
町
運
動
広

場
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
年
８
０
０
０
円
。
年
齢
性
別

不
問
。
明
る
く
前
向
き
に
、
和
気

あ
い
あ
い
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
詳

し
く
は
前
原
☎
４
７
２
・
６
４
８

８
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
囲
碁
連
盟　
第

４
日
曜
日
午
前
９
時
半
か
ら
、
主

と
し
て
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。

会
費
１
回
１
０
０
０
円
。
点
数
制
、

午
前
２
局
午
後
２
局
。
優
勝
・
敢

闘
賞
・
努
力
賞
な
ど
有
り
。
詳
し

く
は
富
村
☎
４
７
５
・
０
４
７
９

へ
。
　
◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
東
久
留
米
ひ

ま
わ
り　
第
２
・
第
４
金
曜
日
の

午
前
９
時
～　
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

１１

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
１
回
２
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
可
。
詳
し
く
は
小
山
☎

０
９
０
・
３
５
７
４
・
９
４
７
２

へ
。

催

し

　
◆
富
士
見
テ
ラ
ス
富
士
百
景
写

真
展（
写
団
東
久
留
米
）　　
月　
１２
１６

日
（
水
）
～　
年
１
月　
日
（
日
）

２８

１７

の
午
前　
時
～
午
後
８
時（
土
曜・

１０

日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）、

中
央
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
。
入
場
料
無
料
（
年
末
年
始
な

ど
、
休
館
日
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）。

富
士
見
テ
ラ
ス
か
ら
の
富
士
山
の

百
景
。
詳
し
く
は
高
橋
☎
０
９

０
・
３
０
４
０
・
５
１
９
５
へ
。

　
◆
未
来
を
ひ
ら
く
歴
史
講
座

（
東
久
留
米
の
教
科
書
を
考
え
る

会
）　　
月　
日
（
日
）
午
後
２
時

１２
２０

～
４
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
参
加
費
５
０
０
円
。「
愛
国

心
」
に
つ
い
て
戦
前
・
戦
後
、
そ

し
て
最
近
は
。
詳
し
く
は
秋
葉
☎

４
７
３
・
５
２
６
５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

（
東
久
留
米
の
び
の
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
）　　
年
１

２８

月
９
日
（
土
）
午
前
９
時
、
東
久

留
米
駅
西
口
集
合
。
参
加
費
３
０

０
円（
保
険
代
を
含
む
）。
雨
天
決

行
。
先
着　
人
。
福
袋
有
り
。
飲

２０

み
物
・
雨
具
持
参
。
動
き
や
す
い

服
装
で
。
詳
し
く
は
小
野
木
☎
４

２
１
・
０
４
３
９
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
ひ
ば
り
寿
会
）　　

月　

日

１２

２２

（
火
）午
後
１
時
半
か
ら
、市
民
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
３
０
０

円
。
会
員
の
発
表
有
り
。
見
学
無

料
。
詳
し
く
は
湯
田
☎
４
７
４
・

７
９
９
２
へ
。

　
◆
伝
統
文
化
体
験
教
室
「
日
本

舞
踊
」
発
表
会
（
は
な
み
ず
き
会
）

　
　
年
１
月　
日
（
土
）
午
後
１

２８

３０

時
開
演（
０
時
半
開
場
）。
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料

無
料
。
小
・
中
学
生
に
よ
る
練
習

成
果
発
表
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
田

坂
☎
４
７
７
・
５
８
１
２
へ
。

　
◆
新
春　
ウ
ク
レ
レ　
ウ
オ
ー
キ

ン
グ（
ホ
ノ
ル
ル　
ウ
ク
レ
レ　
ワ
イ

キ
キ　
ク
ラ
ブ
）　　
年
１
月　
日

２８

１４

（
木
）午
後
１
時
半
～
３
時
、生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
集
会
学
習
室
２
で
。

参
加
費
１
０
０
０
円
。
ウ
ク
レ
レ

を
楽
し
み
、
友
達
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
楽
器
持
参
。
コ
ン
サ
ー

ト
有
り
。
中
高
年
齢
者
。
詳
し
く

は
小
林
☎
４
７
４
・
６
７
３
９
へ
。

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
ををををををををををををををををををををををををを
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

保
存
樹
木
を
紹
介
し
ま
す
⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰

　
市
で
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で

東
久
留
米
駅
周
辺
の
市
営
自
転
車

等
駐
車
場
を
常
時
利
用
す
る
方
を

対
象
に
、
利
用
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
。
現
在
登
録
し
て
い
る
方
も
、

新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、「　
年
度
自
転
車
等

２８

駐
車
場
利
用
登
録
申
請
要
項
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
※
駅
か
ら
直
線
に
し
て
７
０
０

㍍
以
内
に
自
宅
・
通
勤
先
・
通
学

先
が
あ
る
方
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

同
申
請
書
・
要
項
の
配
布

　
次
の
場
所
で　
月　
日
（
月
）

１２

１４

か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
①
市
役
所
（
５
階
５
０
１
会
議

室
）
②
上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・

滝
山
の
各
連
絡
所
③
西
第
９
一
時

お
よ
び
東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
。

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

　
【
配
布
日
時
】
①
②
は
土
曜・日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

年
度
市
営
自
転
車
等
駐
車
場

　

年
度
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
のの

２８２８利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま

利
用
登
録
を
受
け
付
け
ま
すす

～
申
請
は
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
で
～

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
。
③
は

年
末
年
始
を
除
く
午
前
７
時
～
午

後
８
時
半

　
【
申
請
方
法
】同
要
項
に
従
っ
て

　
月　
日
（
月
）
～　
年
１
月　

１２

１４

２８

１３

日
（
水
）
に
（
必
着
）、
〒
２
０
３

儿
８
５
５
５
、
市
役
所
管
理
課
管

理
調
整
担
当
宛
て
郵
送
を
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に

よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。
電

子
申
請
は　
月　
日
（
月
）
～　

１２

１４

２８

年
１
月　
日
（
水
）
午
後
５
時
に

１３

受
け
付
け
ま
す
。

　
※
登
録
者
本
人
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用

封
筒
（　
円
切
手
貼
付
）
を
同
封

８２

し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
申
請
を
し

て
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
電
子
結

果
通
知
を
確
認
後
、
決
定
通
知
の

控
え
と
返
信
用
封
筒
（　
円
切
手

８２

貼
付
）
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
利
用
登
録
の
決
定
】登
録
可
能

台
数
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

　
※
登
録
決
定
後
の
手
続
き
は
、

決
定
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場

　
東
第
２
自
転
車
等
駐
車
場
は
２

階
建
て
で
す
。
利
用

登
録
は
１
階
か
ら
受

け
付
け
を
し
て
い
き

ま
す
。
随
時
受
け
付

け
の
際
に
は
、
空
き
状
況
に
よ
り
、

２
階
の
利
用
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

西
第　

自
転
車
等
駐
車
場

１０

　
西
第　
自
転
車
等
駐
車
場
（
定

１０

期
利
用
）
は
、　

年
４
月
１
日
か

２８

ら
の
募
集
を
中
止
し
ま
す
。
利
用

中
の
方
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
代
替
駐
車
場
の
確
保

を
検
討
中
で
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
々
駐
車
場
を
ご
利
用
の
方

　
西
第
９
・
西
第　
の
各
一
時
利

１０

用
駐
車
場
お
よ
び
民
間
の
一
時
利

用
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

（
上
図
参
照
）。
利
用
料
金
は
、

西
第
９
一
時
は
自
転
車
が
一
般
１

０
０
円
・
学
生　
円
、
原
動
機
付

５０

自
転
車
が
一
般
２
０
０
円
・
学
生

１
０
０
円
で
す
。
西
第　
一
時
は

１０

機
械
式
の
た
め
学
割
が
な
く
、
自

転
車
１
０
０
円
で
す
。

　
ま
た
、
民
間
一
時
利
用
駐
車
場

は
学
割
が
な
い
ほ
か
、
各
駐
車
場

に
よ
り
時
間
ご
と
の
利
用
料
金
や
、

駐
車
可
能
な
車
種
が
異
な
り
ま
す
。

　
東
久
留
米
駅
周
辺
は
、
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
転
車
等
駐
車
場
お
よ

び
、
徒
歩
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
担
当
☎
４
７
０
・

７
７
６
４
へ
。

　
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」は
、良
い

こ
と
を
し
て
い
る
青
少
年
に
は
励

ま
し
の
言
葉
を
、
良
く
な
い
こ
と

や
危
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
青
少

年
に
は
注
意
の
ひ
と
声
を
掛
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
正
し
い
日
常
生

活
の
ル
ー
ル
を
知
ら
せ
、
自
己
と

他
人
を
尊
ぶ
心
を
高
め
、
青
少
年

を
非
行
と
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
中
学
校
地
区
青
少
年
健
全
育

成
協
議
会
を
は
じ
め
、
関
係　
団
２９

体
で
実
施
委
員
会
を
組
織
し
、
市

民
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
　
月　
日
（
土
）
～　
年
１
月

１２

２６

２８

７
日
（
木
）
は
、
冬
の
強
調
期
間

と
し
て
、
各
中
学
校
地
区
単
位
実

行
委
員
会
が
、
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル

や
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
の
設
置
な
ど

を
行
い
ま
す
。

「愛のひと声運動「愛のひと声運動」」
冬の強調期冬の強調期間間

　
【
日
時
】　
年
１
月
７
日（
木
）

２８

午
前　
時
か
ら

１０

　
【
会
場
】滝
山
公
園（
滝
山
二

丁
目
）

　
【
内
容
】市
民
の
生
命
と
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
職

業
を
持
ち
な
が
ら
日
夜
活
動
し

て
い
る
消
防
団
員
の
永
年
勤
続

表
彰
、
退
団
者
へ
感
謝
状
の
贈

呈
。
消
防
基
本
操
法
、
一
斉
放

水
　
【
ご
注
意
】当
日
は
午
前
７
時

に
、
開
催
を
告
げ
る
サ
イ
レ
ン

が
市
内
一
斉
に
鳴
り
ま
す

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４

７
０
・
７
７
６
９
へ
。

～
火
の
始
末

油
断
し
な
い
で

最
後
ま
で

～
火
の
始
末　

油
断
し
な
い
で　

最
後
ま
で
～～

　
年
末
・
年
始
は
、
１
年
の
う
ち

で
最
も
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
時

期
で
す
。
東
久
留
米
市
消
防
団
で

は
、　

月　
日（
土
）～　
日（
水
）

１２

２６

３０

に
消
防
歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
を
呼
び
掛

け
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
も
、
家
の
周
り
の
整

理
整
頓
や
火
の
元
の
点
検
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

年
末
年
始
の　
救　
急　
事　
故　
を

な
く
そ
う

　
東
京
消
防
庁
に
お
け
る
救
急
出

場
件
数
は　
年
か
ら
増
加
し
続
け
、

２１

　
年
中
は　
万
７
５
５
４
件
と
過

２６

７５

去
最
高
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
で

も　
年
中
に
５
４
９
０
件
の
出
場

２６
が
あ
り
ま
し
た
。

　
月
別
の
出
場
件
数
で
見
る
と
、

７
月
・
８
月
の
夏
季
に
増
加
し
、

秋
に
い
っ
た
ん
減
少
す
る
も
の
の
、

　
月
・
１
月
の
冬
季
に
再
び
増
加

１２し
ま
す
。
冬
季
に
救
急
要
請
が
急

増
す
る
原
因
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
急
病
・
事
故
が
発
生
す
る
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の　
　

冬
季
に
流
行
す
る
病
気
の
発
生

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

毎
年
冬
に
流
行
を
繰
り
返
す
国
内

最
大
の
感
染
症
の
１
つ
で
す
。
大

半
は
軽
症
で
す
が
、
抵
抗
力
の
弱

い
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重
症
化
し

や
す
い
た
め
、
う
が
い
・
手
洗
い

の
ほ
か
、
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
取
り
、
抵
抗
力

を
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎ 
餅 
を 
喉 
に
詰
ま
ら
せ
た
こ
と
に

も
ち 

の
ど

よ
る
窒
息
事
故
の
発
生

　
毎
年　
月
～
１
月
に
か
け
て
、

１２

餅
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
が
多
く

な
り
ま
す
。
特
に　
歳
以
上
の
高

６５

齢
者
の
事
故
が
多
く
、
全
体
の
約

９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
窒
息
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

餅
を
小
さ
く
切
り
、
ゆ
っ
く
り
と

か
ん
で
か
ら
飲
み
込
む
な
ど
の
注

意
が
必
要
で
す
。
も
し
も
の
と
き

に
備
え
て
、
応
急
手
当
て
の
方
法

も
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

「
迷
っ
た
と
き
は
♯
７
１
１
９
へ
」

　
救
急
搬
送
し
た
方
の
う
ち
、
入

院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の
割
合

は　
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

５０
救
急
要
請
が
急
増
す
る
季
節
で
す
。

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
方

の
た
め
に
、
適
正
な
利
用
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

　
こ
の
運
動
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
へ
の

励
ま
し
や
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
時

に
は
注
意
の
言
葉
な
ど
、
愛
の
ひ

と
声
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
児
童
青
少
年
課
児
童

青
少
年
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
５

へ
。

　
「
ひ
が
し
く
る
め
元
気
湧
湧
商

品
券
」（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
）
の
使
用
期
限
は　

月　

日

１２

３１

（
木
）
で
す
。
期
限
を
経
過
す
る

と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
使
い
忘
れ

の
無
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
商
品
券
を
購
入
し
た
方

開
運
！　
東
久
留
米
七
福
神
め
ぐ
り

　

年
１
月
９
日（
土
）開
催

２８

「
ひ
が
し
く
る
め
元
気 
湧  
湧 
商
品
券
」

わ
く 
わ
く

（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
）

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い

た
だ
く
と
協
賛
各
社
・
商
工
会
提

供
の
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
に
応

募
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
商
工
会
☎
４
７

１
・
７
５
７
７
へ
。

　
東
久
留
米
駅
に
併
設
さ
れ
た

「
富
士
見
テ
ラ
ス
」
か
ら
は
、
西

に
向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
伸
び
る

「
ま
ろ
に
え
富
士
見
通
り
」
の
先

に
富
士
山
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
望
は

「
関
東
の
富
士
見
百
景
」
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
冬
至
の
前
後
の
条
件
が
良
い
日

に
は
、
富
士
山
頂
に
夕
日
が
沈
む

瞬
間
に
、
ま
る

で
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
が
輝
く
よ
う

な
光
景
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
富

士
」
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
と
、

光
輝
く
太
陽
が
織
り
成
す
光
景
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月　
日
（
金
）
～　

１２

１８

２５

日
（
金
）
の
午
後
４
時
以
降
（
日

没
前
）

　
【
場
所
】富
士
見
テ
ラ
ス（
東
久

留
米
駅
西
口
２
階
）、
ま
ろ
に
え

富
士
見
通
り（
東
久
留
米
駅
西
口
）、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
東
久
留
米
店
７

階
駐
車
場
・
屋
上
な
ど

　
【
ご
注
意
】イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
７

階
駐
車
場
・
屋
上
の
解
放
は
、　
１２

月　
日
（
月
）・　
日
（
火
）
限
定

２１

２２

で
す
。
天
候
な
ど
に
よ
り
、
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
　
詳
し
く
は
産
業
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

　
こ
こ
は
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
「
村
野
家
住
宅
」
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か

け
て
の
景
観
が
残
る
柳
窪
の
中

で
も
、
唯
一
市
内
に
現
存
す
る

江
戸
時
代
の
か
や
ぶ
き
民
家
で
、

農
村
風
景
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
文
化
財
と
し
て
、 
主  
屋 
な
ど

し
ゅ お
く

７
件
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
敷
地
内
に
は
、
ケ
ヤ
キ
を
は

じ
め
と
し
た
、
た
く
さ
ん
の
保

存
樹
木
と
１
５
０
丿
ほ
ど
の
生

け
垣
、
広
大
な
茶
畑
が
あ
り
、

美
し
い
緑
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
村
野
家
住
宅
」
で
は
、
所
有

者
に
よ
る
建
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
樹
木

の
手
入
れ
も
き
め
細
か
に
さ
れ

て
お
り
、
維
持
管
理
の
ご
苦
労

を
考
え
る
と
本
当
に
頭
が
下
が

り
ま
す
。

　
「
村
野
家
住
宅
」の
公
開
は
特

別
見
学
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
す

が
、 
薬  
医  
門 
と
周
辺
の
屋
敷
林

や
く 
い 
も
ん

は
、
道
路
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４

７
０
・
７
７
５
３
へ
。

【
樹　

種
】　

ケ
ヤ
キ

【
所
在
地
】　

柳
窪
四
丁
目

　
ス
ト
レ
ス
は
、
た
め
込
ま
な
い

こ
と
と
、
早
め
に
対
処
す
る
こ
と

が
心
身
の
健
康
の
鍵
で
す
。
皆
さ

ん
は
体
の
ど
こ
で
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
、
ど
の
よ
う
な
対
処
法
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
、
日
常
生
活
の
中
で
自

　
自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
を
対
象
に
、
安
心
し

て
介
護
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
初
心
者
向
け
の
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
介
護
し
て
い
る
家
族
に
は
、
排

せ
つ
に
関
す
る
介
助
は
、
負
担
が

大
き
く
悩
み
が
尽
き
な
い
も
の
で

す
。
今
回
は
排
せ
つ
介
助
の
仕
方

を
、
実
技
を
多
く
取
り
入
れ
て
学

び
ま
す
。
次
の
①
と
②
は
同
じ
内

容
で
す
。

　
【
日
時
】①　
年
１
月　
日（
日
）

２８

１０

午
前　
時
～
正
午
（
９
時
半
か
ら

１０

受
け
付
け
）
②　
日
（
火
）
午
後

１９

１
時
半
～
３
時
半
（
１
時
か
ら
受

分
を
癒
や
す
方
法
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。
企
画
・
運
営
は 
女  
夢 
じ
ょ 
む

 
ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｎ 
。

マ　

マ　

ン

　
【
日
時
】　
年
１
月　
日（
土
）午

２８

２３

後
１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
じ
ょ
む　
講
座
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
辻
村
千
枝
子
氏

　
【
定
員
】先
着　
人（
要
予
約
）

２０

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児

の
保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。　
１２

　
東
久
留
米
酒
販
組
合
で
は
、

　
年
１
月
９
日
（
土
）
に
開
催

２８さ
れ
る「
開
運
！　
東
久
留
米
七

福
神
め
ぐ
り
」
を
記
念
し
、
毎

年
好
評
の
「
地
酒
ひ
が
し
く
る

め　
七
福
神
め
ぐ
り
純
米
酒
」を

同
組
合
加
盟
取
扱
店
で
期
間
限

定
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
縁
起
物
の
日
本
酒
を
贈
答
用

や
新
年
の
開
運
祈
願
に
い
か
が

で
す
か
。

　
【
価
格
な
ど
】７
２
０
丱
弍
入

り
１
本
１
０
３
９
円（
税
抜
き
）

　
詳
し
く
は
同
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.higashiku

rume-syuhan.com/

）
へ
。

「
地
酒
ひ
が
し
く
る
め　
七
福
神
め
ぐ
り
純
米
酒
」

今
年
も
期
間
限
定
で
販
売
し
て
い
ま
す

地酒ひがしく
るめ七福神め
ぐり純米酒

家
族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す

け
付
け
）

　
【
会
場
】ニ
チ
イ
学
館
東
久
留
米

教
室
（
本
町
１
ノ
３
ノ　
、
メ
ラ

３０

ン
プ
ス
ビ
ル
３
階
）

　
【
内
容
】「
排
せ
つ
介
助
」
お
む

つ
交
換
や
ト
イ
レ
介
助
に
つ
い
て

　
【
対
象
者
】介
護
の
必
要
な
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方　

　
【
定
員
】
各
先
着　
人
１５

　
【
講
師
】ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

東
久
留
米
の
山
本
恭
子
氏
ほ
か

　
【
費
用
】
無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、
①
は

　
年
１
月
７
日
（
木
）
②
は　
日

２８

１４

（
木
）ま
で
に
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
７
９・１
５
７
０
、
フ
ァ
ク

ス
４
７
９
・
１
５
７
２
）
へ
。

月　
日
（
木
）
～　
年
１
月　

１７

２８

１３

日
（
水
）
に
要
予
約

　
申
し
込
み
は　
月　
日（
木
）

１２

１７

～　
年
１
月　
日
（
水
）
に
電

２８

２０

話
（
４
７
２
・
０
０
６
１
）
ま

た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
（
火
曜

日
、
年
末
年
始
休
館
）
へ
。

　

月　

日（
日
）～　

日（
火
）

１２

２０

２９

　
市
内
で
は
、　

月
末
ま
で
に

１０

「
振
り
込
め
詐
欺
」　

件
・
被

２０

害
金
額
は
約
７
１
４
２
万
円
、

「
ひ
っ
た
く
り
」１
件
、「
空
き

巣
」　

件
の
被
害
が
発
生
し
て

４４

い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
街
中
は

何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
の
隙
を

狙
っ
た
犯
罪
が
起
き
や
す
い
時

期
で
す
。
田
無
警
察
署
で
は
、

次
の
５
点
を
目
標
に
各
種
防
犯

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

①
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
店
な
ど
、
深
夜
営
業
に
対
す

る
重
点
警
戒
②
振
り
込
め
詐
欺
、

ひ
っ
た
く
り
の
被
害
防
止
③
子

ど
も
と
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の

被
害
防
止
④
住
宅
を
対
象
と
す

る
侵
入
犯
罪
の
防
止
⑤
地
域
環

境
の
浄
化
と
少
年
の
非
行
防
止

　
詳
し
く
は
同
署
生
活
安
全
課

防
犯
係
☎
４
６
７
・
０
１
１
０

ま
た
は
市
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

富士見テラスから

駅周辺自転車等駐車場と放置禁止区域
が自転車等放置禁止区域です

年
末
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

～
わ
が
街
を　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

年
の
暮
れ
～

市
民
企
画
講
座「
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
上
手
く
つ
き
合
う

～
心
と
身
体
が
元
気
に
な
る
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
講
座
～
」

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

関
東
の
富
士
見
百
景

東
久
留
米
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
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お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い

青少年健全育成の呼び掛けに
ご協力ください

「愛のひと声運動「愛のひと声運動」」
冬の強調期冬の強調期間間

消
防
団
出
初
式
を
実
施
し
ま
す

　

年
１
月
７
日（
木
）　

滝
山
公
園
で

２８

新
春
初
ウ
オ
ー
ク

　

月　

日（
土
）～　

日（
水
）

１２

２６

３０

　
「
開
運
！　
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
」
は
、
市
内
５
寺
に
祭
ら
れ

て
い
る
七
福
神
を
巡
り
、
１
年
の

幸
福
や
安
全
を
祈
願
す
る
、
お
正

月
恒
例
の
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
コ
ー
ス
上
の
商
店
会
や
ゴ
ー

ル
の
市
役
所
な
ど
で
は
、
東
久
留

米
な
ら
で
は
の
特
産
品
や
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
用
意
し
、
笑
顔

で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
高
崎
市
榛
名
地

域
（
旧
榛
名
町
）
か
ら
「
高
崎
だ

る
ま
」
が
出
店
し
ま
す
。
眉
毛
は

鶴
、
鼻
か
ら
口
ひ
げ
は
亀
、
口
の

下
は
松
を
表
し
、
縁
起
の
良
い
顔

の
「
高
崎
だ
る
ま
」

は
、別
名「
縁
起
だ

る
ま
」「
福
だ
る
ま
」

と
も
呼
ば
れ
、
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
目
川
や
落
合
川
の
澄
み
き
っ

た
清
流
を
中
心
に
、
豊
か
な
自
然

が
残
る
コ
ー
ス
と
温
か
い
お
も
て

な
し
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

（
歩
行
距
離
約
８
㌔
㍍
、
所
要
時

間
約
２
時
間
）。

　
【
開
催
日
】　

年
１
月
９
日（
土
）。

２８

雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

　
【
受
け
付
け
会
場
】西
口
中
央
公

園
（
東
久
留
米
駅
西
口
か
ら
徒
歩

約
３
分
）

　
【
受
付
時
間
】午
前
９
時
半
～　
１１

時
半
（
ス
タ
ー
ト
時
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
）

　
【
参
加
費
】
無
料

　
詳
し
く
は
七
福
神
め
ぐ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
民
プ
ラ
ザ
）

☎
４
７
０
・
７
８
１
３
へ
。

　
継
続
し
て
ご
み
の
減
量
を
進
め

て
い
く
に
は
、
そ
の
意
味
を
多
く

の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
繰
り
返
し
、
ご
み
減
量

の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
、
市
で
は
引
き
続
き
ご

み
の
減
量
を
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
前
に
も
う
一
度
、
な
ぜ
ご

み
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
ご
み
処
理
の
状
況
の
観
点

か
ら
、
ご
み
減
量
の
意
味
を
考
え

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ご
み
の
ゆ
く
え

　
市
で
収
集
し
た
燃
や
せ
る
ご
み

は
中
間
処
理
施
設
で
あ
る
柳
泉
園

組
合
に
搬
入
し
、
焼
却
処
分
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
焼
却
灰
は
二

ツ
塚
最
終
処
分
場
（
東
京
都
日
の

出
町
）
に
あ
る
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化

施
設
に
運
ば
れ
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト

の
原
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 　

こ
の
ほ
か
、
二
ツ
塚
処
分
場
で

は
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
埋
め
立
て

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
全

体
の
約　
・
７
％
に
相
当
す
る
量

４４

の
埋
め
立
て
が
完
了
し
て
い
ま
す

（
東
久
留
米
市
は
燃
や
せ
な
い
ご

み
を
全
て
資
源
化
し
て
い
る
た
め
、

搬
入
し
て
い
ま
せ
ん
）。
今
後
、

多
摩
地
域
に
新
た
な
埋
め
立
て
地

を
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

こ
れ
ま
で
埋
め
立
て
て
い
た
焼
却

灰
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、

埋
め
立
て
量
は
大
幅
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
す

る
に
も
相
当
な
経
費
（
東
京
た
ま

広
域
資
源
循
環
組
合
負
担
金
）
を

市
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
下
図
①
参
照
）。

　
加
え
て
、
柳
泉
園
組
合
へ
の
ご

み
の
搬
入
量
が
多
け
れ
ば
、
そ
の

分
焼
却
な
ど
に
係
る
市
の
処
理
経

費
（
柳
泉
園
組
合
負
担
金
）
も
増

え
て
き
ま
す
（
下
図
②
参
照
）。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
ど
の

よ
う
に
し
て
一
層
の
ご
み
排
出
量

抑
制
を
図
る
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
環
境
負
荷
の
低
減
や
持
続
的
な

経
済
成
長
が
可
能
な
「
資
源
循
環

型
社
会
の
形
成
」
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今
、
ご
み
行
政
に
お
い
て
も

３
Ｒ
（
注
）
を
前
提
と
し
た
「
ご

み
の
発
生
・
排
出
抑
制
」
や
、
分

別
の
徹
底
に
よ
る
「
再
資
源
化
率

の
向
上
」
な
ど
に
よ
り
、
ご
み
減

量
に
取
り
組
む
必
要
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　
（
注
）
３
Ｒ
＝
R
e
d
u
c
e

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
R
e
u
s
e

（
リ
ユ
ー
ス
）、
R
e
c
y
c
l

e
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
頭
文
字
を

取
っ
た
も
の
。「
リ
デ
ュ
ー
ス
」は

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
排
出
抑
制

を
す
る
こ
と
。「
リ
ユ
ー
ス
」
は
、

使
用
済
み
に
な
っ
て
も
、
そ
の
中

で
も
う
一
度
使
え
る
も
の
は
、
ご

み
と
し
て
廃
棄
し
な
い
で
再
使
用

す
る
こ
と
。「
リ
サ
イ
ク
ル
」は
廃

棄
さ
れ
た
も
の
を
再
生
資
源
と
し

て
再
生
利
用
す
る
こ
と 

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

福

ごみ処理経費の内訳（26年度)
し尿処理費
266万9,000円
0.1%

し尿処理費
266万9,000円
0.1%

人件費
1億7,259万6,000円
9.2%

人件費
1億7,259万6,000円
9.2%

庁舎維持費など
1億7,628万1,000円
9.4%

庁舎維持費など
1億7,628万1,000円
9.4%

東京たま広域資源
循環組合負担金
3億7,321万3,000円
20.0%

東京たま広域資源
循環組合負担金
3億7,321万3,000円
20.0%

ごみ収集委託料
5億3,737万1,000円
28.8%

ごみ収集委託料
5億3,737万1,000円
28.8%

柳泉園組合負担金
6億526万4,000円
32.4%

柳泉園組合負担金
6億526万4,000円
32.4%

①①

②②

市営自転車等駐車場年間使用料
学生など

（屋根付き）
学生など

（屋根なし）
一般

（屋根付き）
一般

（屋根なし）種　別

１万４,４００円１万２,２４０円２万４,０００円２万４００円自転車
―１万５,１２０円―２万５,２００円原動機付自転車

２８年度の定員予定数と
２７年度における１次希望の利用登録申請状況

２７年度申請件数２７年度定員数２８年度定員予定数
区　分 原動機付

自転車自転車原動機付
自転車自転車原動機付

自転車自転車

８２台６１３台８１台７０２台８１台７０２台東第２
（２階建て）

７９台１,０３８台８２台７６４台８２台７６４台西第４

－３６６台－２３４台－２８１台西第９
（屋根付き）

－２３７台－１５５台－１７８台西第９
（屋根なし）

２８年度の募集は行いません西第１０
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
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ご
み
の
処
理
状
況
に
つ
い
てててててててててててててててててててててててててててててててててて


